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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

中間連結会計期間
第21期

中間連結会計期間
第20期

会計期間
自2024年４月１日
至2024年９月30日

自2025年４月１日
至2025年９月30日

自2024年４月１日
至2025年３月31日

売上高 （千円） 1,912,337 2,138,966 3,862,700

経常利益 （千円） 599,037 666,867 1,126,854

親会社株主に帰属する中間（当

期）純利益
（千円） 421,221 415,413 668,382

中間包括利益又は包括利益 （千円） 395,086 405,491 653,640

純資産額 （千円） 3,320,015 3,803,062 3,578,209

総資産額 （千円） 9,880,924 9,573,663 10,649,516

１株当たり中間（当期）純利益金

額
（円） 53.62 52.88 85.08

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 33.6 39.7 33.6

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 544,096 △205,243 1,579,167

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △21,109 △76,726 △87,548

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △160,972 △1,527,820 △196,521

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 5,161,743 4,287,587 6,097,636

 

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益金額について、希薄化効果を有している潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月30日）におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善や

企業収益の回復を背景に、緩やかな回復基調が続いております。一方で、円安や資源価格・原材料価格の高止ま

り、海外景気の減速懸念に加え、米国の関税政策を含む通商方針の動向や、各国の金融政策の転換が世界経済に与

える影響など、不確実性の高い状況が依然として続いております。

このような経済状況のもと、株式会社電通グループの「2024年日本の広告費」によれば、2024年の日本の総広告

費は7兆6,730億円と、前年比104.9％と過去最高となりました。その中でも当社グループが属するインターネット

広告市場においては、インターネット広告媒体費が2兆9,611億円(前年比110.2％)と継続して高い増加率を保って

おります。

当社グループでは、主力の成果報酬型広告サービス事業において、金融、自動車、エステクリニック、転職求

人、士業、不動産関連など既存の各ジャンルにおける広告主様への注力を継続するとともに、物販等のその他新規

分野の広告主様に対して営業の強化を図り、また広告掲載媒体運営者様に対して、より一層の連携強化に努めてお

ります。

この結果、当中間連結会計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりになりました。

① 財政状態

（資産）

当中間連結会計期間末の総資産は9,573,663千円となり、前連結会計年度末と比較して1,075,852千円の減少とな

りました。これは、受取手形及び売掛金が589,551千円、商品及び製品が60,893千円増加し、現金及び預金が

1,810,034千円、貸倒引当金が132,496千円減少したことが主な要因であります。

（負債）

当中間連結会計期間末の負債は5,770,600千円となり、前連結会計年度末と比較して1,300,705千円の減少となり

ました。これは、買掛金が140,606千円増加し、短期借入金が1,367,352千円、未払法人税等が236,244千円減少し

たことが主な要因であります。

（純資産）

当中間連結会計期間末の純資産は3,803,062千円となり、前連結会計年度末と比較して224,853千円の増加となり

ました。これは、利益剰余金が234,722千円増加し、その他有価証券評価差額金が11,711千円減少したことが主な

要因であります。

 

② 経営成績

当中間連結会計期間の業績は、売上高2,138,966千円（前年同期比111.9％）、営業利益669,485千円（同

110.6％）、経常利益666,867千円（同111.3％）、親会社株主に帰属する中間純利益は415,413千円（同98.6％）と

なりました。

セグメント別の売上高は、成果報酬型広告サービス事業が1,098,295千円（同100.8％）、検索連動型広告代行事

業が92,864千円（同391.9％）、中古建設機械マーケットプレイス関連事業が793,999千円（同137.1％）、その他

の事業が153,806千円（同69.9％）となっております。また、セグメント利益は、成果報酬型広告サービス事業が

1,087,844千円（同99.8％）、検索連動型広告代行事業が40,930千円（同172.7％）、中古建設機械マーケットプレ

イス関連事業が140,863千円（同174.6％）、その他の事業が96,464千円（同68.8％）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」といいます。)は、前連結会計年度末に比べ

1,810,049千円減少し、4,287,587千円となりました。当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況と

それらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において、営業活動により使用した資金は205,243千円(前年同期は544,096千円の獲得)とな

りました。これは主に税金等調整前中間純利益(636,867千円)を計上した一方、仕入債務の増加(140,684千円)、未

払金の増加(121,049千円)による増額等、売上債権の増加(△587,880千円)、法人税等の支払額の増加(△411,364千

円)による減額等があったためであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において、投資活動に使用した資金は76,726千円(前年同期は21,109千円の使用)となりまし

た。これは主に投資有価証券の取得による支出(△40,000千円)、事業譲受による支出(△25,000千円)、貸付による

支出(△6,500千円)等によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において、財務活動により使用した資金は1,527,820千円(前年同期は160,972千円の使用)と

なりました。これは主に長期借入れによる収入(50,000千円)、短期借入金の減少による支出(△1,370,000千円)、

長期借入金の返済による支出(△32,141千円)、配当金の支払額(△175,732千円)によるものであります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【重要な契約等】

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,600,000

計 24,600,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数（株）
（2025年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2025年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,975,800 7,975,800
東京証券取引所

（グロース）

単元株式数

100株

計 7,975,800 7,975,800 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、2025年11月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2025年４月１日～

2025年９月30日
－ 7,975,800 － 440,096 － 346,096
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（５）【大株主の状況】

  2025年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社チーム金子 東京都港区港南2-5-3 3,746,700 47.69

椙尾　幸介 東京都江戸川区 153,300 1.95

横山　早苗 東京都江戸川区 135,000 1.72

山下　良久 大阪府大阪市中央区 108,200 1.38

内木　真哉 東京都渋谷区 96,600 1.23

レントラックス役員持株会 東京都江戸川区西葛西5-2-3 86,758 1.10

山本　賢志 兵庫県姫路市 75,000 0.95

ＮＯＲＴＨＥＲＮ ＴＲＵＳＴ ＣＯ．

（ＡＶＦＣ）ＲＥ Ｕ．Ｓ．ＴＡＸ ＥＸ

ＥＭＰＴＥＤ ＰＥＮＳＩＯＮ ＦＵＮＤ

Ｓ ＳＥＣ ＬＥＮＤＩＮＧ

（常任代理人　香港上海銀行東京支店）

ヨーロッパ

（東京都中央区日本橋3-11-1）
64,200 0.82

レントラックス従業員持株会 東京都江戸川区西葛西5-2-3 61,442 0.78

山﨑　大輔 東京都荒川区 61,100 0.78

計 － 4,588,300 58.40

（注）１．上記のほか、当社所有の自己株式119,668株があります。

　　　２．株式会社チーム金子の所有株式数には、日本証券金融株式会社との株式貸借契約書に基づく貸株183,300株

を除いて表記しております。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2025年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

普通株式
119,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,852,200 78,522 －

単元未満株式 普通株式 4,000 － －

発行済株式総数  7,975,800 － －

総株主の議決権  － 78,522 －

（注）「単元未満株式」には当社所有の自己株式68株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2025年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総

数に対する所

有株式数の割

合

（％）

（自己保有株式）

株式会社レントラックス

東京都江戸川区西葛西

5丁目2番3号
119,600 － 119,600 1.50

計 － 119,600 － 119,600 1.50

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
　当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51年大蔵省令第28

号。以下「連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間（2025年４月１日から2025年９月

30日まで）に係る中間連結財務諸表について、新月有限責任監査法人による期中レビューを受けております。

なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第20期連結会計年度　　　ゼロス有限責任監査法人

第21期中間連結会計期間　新月有限責任監査法人
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１【中間連結財務諸表】

（１）【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,114,525 4,304,491

受取手形及び売掛金 3,351,807 3,941,359

商品及び製品 182,040 242,933

原材料及び貯蔵品 51,248 9,961

前払費用 258,386 264,254

その他 102,259 97,964

貸倒引当金 △142,040 △9,544

流動資産合計 9,918,227 8,851,419

固定資産   

有形固定資産 48,122 44,030

無形固定資産   

その他 11,322 37,025

無形固定資産合計 11,322 37,025

投資その他の資産   

投資有価証券 599,891 590,906

関係会社株式 10,000 10,000

長期未収入金 201,809 156,562

繰延税金資産 28,552 6,496

その他 31,149 31,833

貸倒引当金 △199,559 △154,612

投資その他の資産合計 671,844 641,187

固定資産合計 731,288 722,243

資産合計 10,649,516 9,573,663
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2025年３月31日)

当中間連結会計期間
(2025年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,379,863 2,520,469

短期借入金 3,652,132 2,284,780

未払法人税等 432,267 196,023

賞与引当金 58,800 48,292

株主優待引当金 45,365 100,115

その他 409,221 501,334

流動負債合計 6,977,649 5,651,014

固定負債   

長期借入金 91,992 107,203

繰延税金負債 － 9,582

退職給付に係る負債 1,665 2,800

固定負債合計 93,657 119,585

負債合計 7,071,306 5,770,600

純資産の部   

株主資本   

資本金 440,096 440,096

資本剰余金 346,096 346,120

利益剰余金 2,681,895 2,916,617

自己株式 △66,759 △66,759

株主資本合計 3,401,327 3,636,074

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 172,469 160,758

為替換算調整勘定 4,412 6,194

その他の包括利益累計額合計 176,881 166,953

非支配株主持分 0 34

純資産合計 3,578,209 3,803,062

負債純資産合計 10,649,516 9,573,663
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（２）【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

売上高 1,912,337 2,138,966

売上原価 578,155 772,864

売上総利益 1,334,181 1,366,102

販売費及び一般管理費 ※１ 728,585 ※１ 696,617

営業利益 605,595 669,485

営業外収益   

受取利息 1,410 5,338

受取配当金 － 8,255

仕入割引 739 735

償却債権取立益 6,109 －

その他 831 1,613

営業外収益合計 9,091 15,943

営業外費用   

支払利息 11,434 15,165

為替差損 1,757 323

投資事業組合運用損 2,239 2,104

その他 217 967

営業外費用合計 15,649 18,561

経常利益 599,037 666,867

特別利益   

固定資産売却益 4 －

貸倒引当金戻入額 48,429 －

特別利益合計 48,433 －

特別損失   

投資有価証券評価損 － 30,000

特別損失合計 － 30,000

税金等調整前中間純利益 647,471 636,867

法人税等 226,249 221,448

中間純利益 421,221 415,419

非支配株主に帰属する中間純利益 － 6

親会社株主に帰属する中間純利益 421,221 415,413

 

【中間連結包括利益計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

中間純利益 421,221 415,419

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △20,161 △11,711

為替換算調整勘定 △5,973 1,782

その他の包括利益合計 △26,135 △9,928

中間包括利益 395,086 405,491

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 395,086 405,484

非支配株主に係る中間包括利益 － 6
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（３）【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 647,471 636,867

減価償却費 7,467 7,977

投資事業組合運用損益（△は益） 2,239 2,104

貸倒引当金の増減額（△は減少） △48,064 △177,442

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,630 △10,507

株主優待引当金の増減額（△は減少） － 54,750

投資有価証券評価損益（△は益） － 30,000

受取利息及び受取配当金 △1,410 △13,594

支払利息 11,434 15,165

売上債権の増減額（△は増加） △409,175 △587,880

棚卸資産の増減額（△は増加） 19,472 △19,606

前払費用の増減額（△は増加） 60,954 △5,953

長期未収入金の増減額（△は増加） 53,354 51,746

仕入債務の増減額（△は減少） 193,653 140,684

未払金の増減額（△は減少） △93,539 121,049

その他 107,214 △37,669

小計 560,702 207,692

利息及び配当金の受取額 1,410 13,594

利息の支払額 △11,434 △15,165

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △6,582 △411,364

営業活動によるキャッシュ・フロー 544,096 △205,243

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △6,703 △2,350

無形固定資産の取得による支出 △961 △2,111

投資有価証券の取得による支出 △5,000 △40,000

事業譲受による支出 － △25,000

貸付けによる支出 △7,512 △6,500

敷金及び保証金の差入による支出 △25 －

定期預金の預入による支出 △907 △764

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,109 △76,726

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） － △1,370,000

長期借入れによる収入 59,500 50,000

長期借入金の返済による支出 △51,706 △32,141

配当金の支払額 △168,766 △175,732

その他 － 53

財務活動によるキャッシュ・フロー △160,972 △1,527,820

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,706 △258

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 360,308 △1,810,049

現金及び現金同等物の期首残高 4,801,435 6,097,636

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 5,161,743 ※ 4,287,587
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【注記事項】

（中間連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
　　至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
　　至　2025年９月30日）

給与手当 230,340千円 222,012千円

賞与引当金繰入額 50,970 39,038

株主優待引当金繰入額 － 96,184

貸倒引当金繰入額 498 △126,586

 

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

現金及び預金勘定 5,178,586千円 4,304,491千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △16,843 △16,903

現金及び現金同等物 5,161,743 4,287,587

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年6月27日

定時株主総会
普通株式 172,834 22 2024年3月31日 2024年6月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

1株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年6月27日

定時株主総会
普通株式 180,691 23 2025年3月31日 2025年6月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

中間連結損益
計算書計上額
（注）２ 

成果報酬型
広告サービス
事業

検索連動型
広告代行事業

中古建設機械
マーケットプレ
イス関連事業

計

売上高       

日本 1,075,797 23,698 128,840 1,228,336 112,964 1,341,301

アジア 13,765 － 445,243 459,009 107,050 566,059

その他 － － 4,975 4,975 － 4,975

顧客との契約

から生じる収益
1,089,562 23,698 579,059 1,692,321 220,015 1,912,337

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上

高
1,089,562 23,698 579,059 1,692,321 220,015 1,912,337

計 1,089,562 23,698 579,059 1,692,321 220,015 1,912,337

セグメント利益 1,089,562 23,698 80,671 1,193,933 140,247 1,334,181

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、媒体運営事業、コンテンツ販売事

業等を含んでおります。

２　セグメント利益の合計額は、中間連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年４月１日　至　2025年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

中間連結損益
計算書計上額
（注）２ 

成果報酬型
広告サービス
事業

検索連動型
広告代行事業

中古建設機械
マーケットプレ
イス関連事業

計

売上高       

日本 1,080,667 92,864 187,293 1,360,825 69,547 1,430,373

アジア 17,627 － 577,769 595,396 84,259 679,655

その他 － － 28,937 28,937 － 28,937

顧客との契約

から生じる収益
1,098,295 92,864 793,999 1,985,159 153,806 2,138,966

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上

高
1,098,295 92,864 793,999 1,985,159 153,806 2,138,966

計 1,098,295 92,864 793,999 1,985,159 153,806 2,138,966

セグメント利益 1,087,844 40,930 140,863 1,269,637 96,464 1,366,102

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、媒体運営事業、コンテンツ販売事

業等を含んでおります。

２　セグメント利益の合計額は、中間連結損益計算書の売上総利益と一致しております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年４月１日
至　2025年９月30日）

１株当たり中間純利益金額 53.62円 52.88円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益金額（千円） 421,221 415,413

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益

金額（千円）
421,221 415,413

普通株式の期中平均株式数（株） 7,856,132 7,856,132

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり中間純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記

載していません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2025年11月14日

株式会社レントラックス

取締役会　御中

 

新月有限責任監査法人

東京都中央区

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 佐野　明彦

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡本　光弘

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社レント

ラックスの2025年４月１日から2026年３月31日までの連結会計年度の中間会計期間（2025年４月１日から2025年９月30日

まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社レントラックス及び連結子会社の2025年９月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される

規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

その他の事項

会社の2025年３月31日をもって終了した前連結会計年度の中間連結会計期間に係る中間連結財務諸表及び前連結会計年

度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって期中レビュー及び監査が実施されている。前任監査人は、当該中間

連結財務諸表に対して2024年11月14日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該連結財務諸表に対して2025年６月

24日付けで無限定適正意見を表明している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。

また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の

注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間

連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報

告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及

び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結

論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上

（注）１．上記は期中レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（半期報告書提
出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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